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〔資料〕
｢鮎川義介回想と抱負」（稿本,１）
宇田川勝
日産満''''１|移駐の真相はじめに
発端「鮎川義介lnl旭と抱負」（ｈＭＪは，１９５３（llH
fll28）年に東洋経済新報社から１１１版のＴ'定で企ｌ１Ｉ１ｉ
された。稿本の大半は#,'i｣|に'1:務所の女'11方一郎氏
が執筆し，これに東洋経済新報ｲ|:}１１版)両)長栂）|息義
雄l〔jが鮎川義介に数|□lインタビューした部分をﾉﾉ|｜
えて取りまとめられた。しかし，初校が出た段Ｗｌｆ
で，鮎)||の人称法と彼へのインタビュー記事:の取
り扱いをめぐって，両氏の'１１１で懲兄が食い違い，
急きょ出版取り止めとなった。
その後，友I}|氏は死去し，稿本をこのまま11'1も
れさせるのは忍びないと考えた１１(1,1i)||の秘書坂'11実
l｣(jが，１９６４（昭和39）イ|：に東洋絲済新*Ｍ１と交渉
して改稿のうえ出版することを提案したが，結実
しなかった。ただし，＃I洋絲済新ｆＭ:'１１'|から社の
ﾉﾉ針として|｣}版はできないが，他のｌｌＩｌ仮祉で|ご||行
することには異存がないとのlQl巻を得た。
Uilｲ'三，稿本は鮎)||家から寄託された|工|会lZ1諜館
態政資料室の鮎)||義介文書の'|]にマイクロフィッ
シュの形（資料番号412.4）で収録されている。
稿本は，これまで研究が手薄な＃,Ii)||義介の企業家
Iili動の後半部分の日産コンツェルンのlil1Ii州巡''二|か
ら戦後の''１小企業助成活【肋に至る11｣ｉｌ０ｌについて，
貴IiIな一次資料とインタビューを」１１Ｍ込んで，ビ
ビッドに柵いており，学ｌｌＩ１ｌｌｌ０なｲllli値もiilliい。
今|Ⅱ|紹介する「鮎)||義介｜Ⅱ|想と抱負」は，鮎
)||家に所蔵されていた校Tli途'|'の原木を使川する。
編集に当たっては，必要岐低限のｲIli]|{をﾉﾉⅡえて校
Ⅱ三作業を完了させるとともに，ｌｊｉ(文の文意を'11な
わない配慮をしたうえで，文章の一lIflIを現代風に
改め，また，算用数字，当)Ⅱ漢字，現代仮名づか
いを使用した。鮎)||の人称については，文体がす
べて伝記スタイルの一人称で書かれているために，
｢私」に統一した。
板垣からの召電
llH｢''11イド秋のことである。そのころ，東京麹|'|「
三三番''１｢に住んでおった私のところへ，ミLi時関東llif
参謀長をしていた板垣征lILlI1llから，突然一ｍの712
報がｊＩｌい込んできた。髄文の要旨は，全liMi州の1)催
業Zl1:'11｢視察のため，一度'Ｔｌ々にも来iiMiしてもらい
たいという典ii'iであった。
このfIjh報を一読して，liiL11I]私の頭にひらめいた
のは，「松|川のやつ，とうとう関ﾙｴﾎﾞのDiLをつつ
いた十」ということだったが，私がこう直感した
については，もちろん，それＩ;'－１応のわけがあって
のことだ。
そもそも：LillIiのiiMi鉄といえば，南iiMi州鉄道を綿
徴するほかに，’１({『|]鉄flMl所，満州炭IiMi，lilili州鉛鉱，
ｉｉＭｉｌｌｌｌ降金届，採金二'１２業，ガス事業など大ﾉ|､70以１２
の傍系会社を擁し，それぞれの企業をうごかして
おった。
総ﾉilbの松lIiliWTは，それまで前総裁のlIl本条太
郎にl111izl了して，実業力､iのことをおぼえこもうと
しておったわけだが，そのねらいがはたせないう
ちに，かんじんの''1本総裁が他界してしまった。
そうしたようなことで，ちょうど板垣参iil,L長から
のfliifMがくる'ﾄｲ1ﾐほど前から，松岡は，12京して
くるたびに，jIYWのもとをたずねるようになっておっ
た(）もともと松|M1は私とは同郷の'''１で，会っても
｢おＩiii」「おれ」で皿るlHⅡ1)iであり，松ＩＭＩにしてみ
れば，ｉｌｌ１Ｉｉ鉄傘下iilﾉi企業のやりﾉｱについて，先了,洲
の私からいろいろ知恵をひき出そうというのがｌｌ
ｉ１０で，ぜひ向うへも一度実地視察にきてみてくれ
と頼み込んできておった。
ところが，災はこの松lMlについては，かねて|｜
厳の爪役の一人で，これも同郷の伊藤文T1ﾌﾟﾘ)から
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土をふみ，まず板垣参謀長をたずね，その翌日は
終ロ，関東箙参謀秋水几三中佐と詳ﾙIlな質疑応粋
をおこなった。秋永という人は，以前満州の鉱山
のことについて，一度電話でものをたずねてきた
ことはあったが，じかに顔をあわせたのは，たし
かこの時がはじめてで，いわば声だけの旧知にす
ぎなかった。
「あの男の言葉にうっかり乗ってはいけませんな」
という忠告をうけておったので，私は松岡の誘い
にたいしても，ほどほどに返事をしぶっておった。
そこへ，突然板垣参謀長からの電報を受け取った
というわけである。
とにかく，かりにも参謀長からの公電をうけた
のだから，これはどうしても，それに応ずるだけ
の心構えと準備が必要になってきたわいと私は考
えた。そのためにはまず，’三１本が台湾を領し，ま
た朝鮮を併合していらい，これらの植民地でそれ
までどのような政治がおこなわれ，どのような統
治の歴史をたどったかを実地に知っておかなけれ
ばならないとおもい，いろいろ考えた末，いわば
日本が永年手塩にかけて育てあげてきた台湾をえ
らぶことにし，さっそく向うに渡って，２週間ば
かりというもの，文字通り不眠不休で，，島内をく
まなくあるきまわった。
当時台湾では，Ｌ|産傘下の事業としても，水朧
をはじめ金瓜石鉱山など，なかなかやっておった
し，向うの役人のなかにも|Ｈ知の人が多かったの
で，なにかと調法をした。それに，なによりも一
つ一つの調査に私が本気でかかり）相手も真jillに
こたえてくれたので，いきおいいいろんな資料が
集まり，領台40年間の日本人のやりかたを，十三
分にのみこむことができた。
台湾から帰ると，すぐその足で満州へ行ったわ
けだが，私としては，どこまでも松岡の打った芝
居だという考え方が，頭のなかにこびりついてい
たものから，わざと新京へ直行することをさけて，
まず大連の満鉄本社へ顔を出し，課長以上の人た
ちにあつまってもらって，ここで数回にわたって
いろいろの実情を聴取した。私をむかえた松岡に
しても，私が彼の要請をいれてきてくれたものと
ばかり`思いこんでいたのだから，大いにこれに協
力してくれたことはいうまでもない。
こうして，なにしろ全部で77社にもおよぶとい
う傍系会社について，それぞれの担当者から直接，
くわしく様子をきいたわけだから，私はこれによっ
て満州産業の概貌というものをつかむことができ
た。そして，その上で満鉄から専用の飛行機を出
してもらい，１ヵ月ばかりの間，清津，大黒河の
へんまでも，くまなく視察してまわった。
この視察をすましてから，私ははじめて新京の
石原莞爾と浅原健三
ところで，それまで松岡の両策だとばかり信じ
こんでおった私の渡満が，じつはそうではなかっ
たということが，新京に着いてみて，はじめてわ
かった。つまり，板垣参謀長からの電報が，三番
'11｢の私のところへ飛びこんでくるまでのいきさつ
というか，それはつぎのようなことであった。
石原莞爾という軍人については，人によってい
ろいろの批判もあるが，なんといっても，当時の
軍にあっては，透徹した理想をもつ一種の哲人で
あった。ソ連にたいする防衛力を完備すれば，平
和を維持することができるし，それによっておの
ずと，世界にたいするＨ本の発言力も一層たかま
るというのが，その考え方であり，さらに日本防
衛力の一番の欠点が，自動車工業の弱体'性にある
ということを，かねがね強調しておったようで
ある。
石原大佐は，当時参謀本部の作戦課長をしておっ
たが，こうした考え方をもとにして，満州に自動
巾工業と飛行機工業をおこすこと，それはまた当
然移民問題にも関連してくるわけだから，海運に
ついても併行して考慮することという案で，私設
秘書の元無産党代議士浅原健三に相談をもちか
けた。
石原の腹案では，自動車にしても，飛行機にし
ても，それぞれその道の権威者の意見をききたい
ということだったので，浅原はその意向をうけ，
自動車については，日産自動車の創業者としての
私をたより，飛行機の力は，石原が自分で工場を
視察調杏したうえで，はらをきめるということに
話をきめ，さっそく準備にとりかかった。
ちょうど昭和１１年１，２月ごろのことで，それ
以来浅原は三番ll1Tの私の家へ，十数回も足をはこ
んで，教えをこうた。こわれるままに，このとき
私が浅原にたいして述べた意見というのは，だい
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たいつぎのようなものだった。
｜当|動Iに[業の現状というものは，残念ながら|正｜
産ではだめだ，たとえば，今かりに，ｌＭｉとトヨ
タが合併してみても，あるいはまたiilli州にあると
いうliT1利目ｕｉｉｌ)''1会社を改組してみたところで，１名
HＩたいしたことにはならない。これはどうしても，
もっと根本'''9に掘りさげて，Ｍ)]巾の本家がアメ
リカかドイツかは知らないが，とにかくさしあたっ
ては，外|工|の資本と技術をとりいれてやるのが，
もっとも賢'Ⅲな策である。
また，［LIlDhIlIを本格''１０にやるというなら，=[場
だけつくってみてもはじまらない。’二MiljIll:道路の
liUU趣もあれば，サービス・ショップのllll趣もある。
これらをすべて，併行して解決する|]次をたてな
ければ，それこそ人形つくって魂いれずになって
しまう。
さらに，Ｍ１]車兀業だけが，他の産業から仙立
して成りたちうるものでもない。一賀企業として
関連ある全産業，たとえば鉄釦|にしろ，イi炭にし
ろ，その他の求要産業の'''１題にしろ，これらを|同］
時に解決するのでなければ，一片のナンセンスと
いわざるを得ない。そこで，こうした兄llllから，
満州に自動IlI-L業をおこすという計1miは，その行
きつくところ，当然iiMi鉄改組というＩｌＵ)iLIjにまでふ
れてくる。
これが私が浅原にむかって述べた意見のあらま
しであるが，こうしたことで，当時浅原の来訪は
しばしば深夜におよぶこともめずらしくなく，帰
りのタクシーを拾うのに一苦労するほどであった。
一方，石原はまた石1j;〔で，秩父宮殿下のお伴を
して，’1｣,IHj飛行機を視察調杏し，機械Ｉ業では１１
立製作所や芝iiliiなどを歩きまわっておったが，｜］
動Iに工業についての私の意兄を浅原からきくと，
彼一流のmI1でこれをｌ側!し，それから，３，４ヵ
月ほどもたってから，あらためて当時参謀本iIfllの
満州班長であった片倉哀の懲兄をも微し，その結
果，浅原が別の所川もあってi11IIi州の板垣のところ
へ''二}かけて行ったさい，このイィ原・片倉の脈'十を
しめし，｜川ｕｉ(から私をWlいて満州をiIil察させる
ことについて提案したのであった。
jくうに進行しつつあることなど，つゆしらず，私
がなかなか彼の布削をいれて動いてくれそうにも
ないというので，これまたかねて板垣のもとへ，
その'二|添えで私の拙請を実現したいと11'しｌｌｌでて
おった。浅原が板｣亘のもとをたずねるより，この
〃がさきであった。
つまり，板垣参謀長の手許には，なんの1Ⅱ|<絡も
なく，イ丁原の提案の要請とが，期せずして鉢合せ
した格好になり，板垣はこの両者･の希望と，関東
fIf自身の必要から，私のもとへ髄Ｗｌを打って寄越
したというわけである。したがって，このときの
私の波illlliは，私'4|身の陰謀でないことはもちろん，
私と松lriflの通謀でもなかった次第である。
念のためにつけくわえると，当時浅原から私に
たいする触れ込みは「あなただけに，ぜひiiMi州を
みてもらいたいのだ」ということであったが，じ
つは私のほかに111]i;'二|遵，松力幸次ｌ１ｌｊ津川信吾，
安)||雄之lﾘ)，森搬昶，ノ|ﾕ坂孝などという人たちに
たいしても，別人をもって|司様のI|'し入れがあり，
井坂をのぞくこの人たちも，私とは別に，いずれ
も|:Ⅱ前後して，iilIIi州を視察した事実があったとき
いておる。これはずっとあとの話になるが，昭和
26ｲＷ)秋，私の家でひらいた座談会での)ＭＴ哀の
言葉を(I1rりると，これは当時の財界のめぼしい連
'１｣が，flfによってl1lillijllにテストされたわけで，私
はこのＩ躯淡会ではじめて，満州を視察させられた
のが|］分だけではなかったことや，このときの人
選について，当時まだWfi二[二省にいた岸信介なども，
内々ｲ:Uii淡にあずかっておったことなども，はじめ
て知ったような次第であった。
満州移駐の背景
不調の満州建設
さて，｜]本施業がiiMi州に移駐して，hMi州亟工業
となる経緯については，そのことを必要とするだ
けの索地と，熟成したlIili史の背ﾅ;tがあってのこと
で，けっして一片の思惑や，まして謀'11＃や私欲な
どから１１'たものでなかったことは，あらためてい
うまでもない。
もともと，満州における経済建設のＩ１Ｍｊｌ１念は，
ここにいわゆる「]ﾐ遊楽上」をきずきあげて，在
１１ﾐ諸民族の協ﾈ'1をはかり，これによって'とl蕪両国
関東軍と財界
iiMi鉄総裁の松岡は，もとより一方でzll:態がこの
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|玉|政1(;１，１１ﾉＩｗ)'1個ii行・参謀本部，関東iJfもまた，
特殊会社絲営'１１|【の強化とzli:業のＩＭＩ:立，１１t進という
立場から，真仇'|にこれが検討をはじめたわけで
ある。
芒Li時，このliiMi州の経済TII雄というⅡⅡ題と取りil’
んだ陸iTi行・参謀本iIfll，および関東iWiにおけるlllli
容は，’１部|]９ｲ'二の〈lﾐiilili機I:lVi改組にともなって，関
則Iil編|令官は南次郎大将，板｣､がその参謀同'１反，
iMi1'ﾄ|ﾕ'1:変に関係のあった)↑念は，｜矧當fif省にあって
iillIi州､'1長をうけたまわり，イィ原と器''１１２蒙雄とは参
謀本部に|腰をすえ，南軍司令官はiMi州経済i'):煙の
ための宵・部承認の方針をふところに，赴任をし
ておった。
こうした'ITI｢勢のうちに，ひたすら対ソUﾉj術作戦
のMi:立をいそいでおった石原は，事態をうれえ，
||肝'110ｲｌｉ参謀本)ｷ１１の提案として，満鉄総裁松|ＩＨＩを
してiiMi鉄|ﾉﾘに「|｣iiMi財政ｲﾘ|:究所」を設立させ，こ
れを満鉄参zl梢の宮||府ＴＩＩ義に主宰させて，ソ連に
対抗しうる|玉|防力贈りｉｉに必要な了汁画のｲﾘﾄ究を委'堀
したわけであるが，その案を得たのが，たしか昭
和11ｲﾄﾞの５，６月ごろのことで，この案はiiMi鉄を
はじめ，陸11f省や関東11ｔにもlIIl付されたのである。
こうして，「官|埼案」の報告をうけたiiiの関係
者は，この計画のうちilMi州匡|に関係あるものだけ
でも，ＩTl急に実行にうつすべきだというわけで，
そのとりまとめを，満州｣i111挺の片倉におしつけて
きた。そこで片倉は，さっそくjlz井豊一少佐や，
本打戦llliii1lの岡Ⅱ|菊三郎，沢本班一少佐などといっ
た連'1｣と｜'二|談をし，当時すでに関東Iifの参謀長に
なっておった板垣や参謀の秋水'1｣佐とも連絡をし
たうえで，宮崎案に多少の修正をくわえ，｜当1動''１，
飛行機，鉄，石炭などを'１Ｊ心に，総額22億''１くら
いの－試案をつくり，これにiiMi州産業|)'1発５ヵ年
計Ⅲ|=1標案という名前をつけて，陸1if省・参謀本
部一体となって樅進することになり，’1N和11年の
9)|，ilii務課の片倉と戦lIli課の沢本が，これをもっ
てiiMi州に飛び，｜州〔躯の秋永参謀や鈴木栄治主計
少佐などとI1il会して，示l唆するところがあった。
の共ｲｱ共栄と，ひいては＃１mⅡ〔の安定に貸せんとす
るiillli州建|玉|の川!『ｲ''１に11||ったものであり，いたずら
に帝匡'三i：義的な権益拡大_に義で，ことをすすめる
ことをいましめ，資本主義の弊害をのぞくことに
ﾉﾉがそそがれたのである。
昭和８ｲ'三３)１，１iMi州|画政府はiiMi州経済建設要綱
を策定発表し，その翌年３)]には，｜Ｍ尺政府も「’
１１１W経済統IIill〃策要綱というものを|H1識決定，それ
以来ずっとこれがilMi州経済煙設，’三liilili経済脇ﾉﾉの
根本的なよりどころとなったわけであるが，その
要旨はつぎのようなものであった。
１．’三l1iMi経済を一組織体として，合川''１９にｉＷｌＩ合
することを'二|標とし，iTliil正|の資ｊｉ〔分布の状
況,既存産業状態，あるいは国民経済発迷
のｌｉｌｒ勢などを比I鮫検討して，適地適応主義
に!U|ること。
2．’三l1iMilI1iil玉|民全体の利維をもとにして，絲済
上の弊害を是正すること。
3．国際情勢に適応するように，平時にもJ|ﾐ常
時にも皿ずることの||}来る'二liiHilill国の細織
的な経済IMii立を』りけること。
以_'二のような大原Hllにもとづいて，ⅢiiMi経済の
提携発鵬というものがはかられたのであるが，と
くに統制の方法として，Zn要産業については，一
業一社主義により，’三１滴iiliil玉|政府の保謎W(ii僻のも
とに，特殊の会社に経常させるという力莱がとら
れたわけだ。
ところが，かんじんの実続はというと，率in:に
いって，これがどうも芳しいものではなかった。
iiMi州経済建設の異常な発股にもかかわらず，たと
えばIけ閥立入り禁111のＨＷｌなどにもみられたよう
に，統ilill方針が，どうしても役人の庇りくつにか
たむきやすくなる。特殊会社のllili行も，なかなか
適材･を得るというわけにはゆかない。そこへもっ
てきて，｜玉|際関係や治安の状態などから，Ｉﾉﾘ地の
資本家の進''１をはばむものがあった。こんなこと
がnl1Il1にかさなって，どうもうまくゆかなかった。
満州開発の計画
もちろん，｜對束fiiの方でも，陸iif行からの要望
もあって，かねがね研究をすすめておったところ
なので，この'二|標案の連絡をうけると，待ってま
宮崎正義の満州再建案
そこで，満鉄では，この傘下諾｡}:業の合lll1化と
述営方法の改善に意を向けるようになり，IZlilMi両
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したとばかり，１０)111L々から約1カノlのあいだ，
秋氷参謀を'''心に，iMi鉄柵森部の連''１や星野iILl:ＭＩＩ，
赴任してきたばかりの岸I言介，松'1|令Ililli，１１脚,悦
三郎といったliMi州国政ｌＩ１:関係官などを，安泰線の
湯liM子に会liTlして，このl]標案を検討し，１１)’’
'三｜「iiMi州藤業Ｉ)'1発５カイＩｉ計iilii網要」を決定するに
いたった。いわゆる湯liIlii子会議というのが，これ
である。
じつはこうして出来あがった;iWll要そのものにた
いして，石原は「規模が小さい」といって，なか
なか不満のようであったけれども，陸fWfのＬＩｊりど'１
)両)では，ｌ玉|ﾉﾉの飛跳ｌ４ｌＯな発股を，｜,j術ﾉﾉの贈り１１に
即応させるという［11'１Oのもとに，ともかくこの綱
要の遂行をﾉﾘＩするとともに，これとⅢ行し，｜｣本
を'1]心とする計画的産業|)ｆｌ発をすすめようという
わけで，同年12月下旬，iiMi州から秋水や岸を】1京
に呼んで，lMgTf打・参謀本部の打ち合せ会議をひ
らき，綱要をさらに若干修Ｔｌ：して，対iilIIi州zli:務川
の恭議を要計iした。当１１《'１芒の二'1:務同総蚊は寺内寿一,
のちに杉'11元，次長は青木一ｿ)であった。
対iiMi事務)可の審議は，越えて翌12ｲliの３月にお
よんだが，ここで－つ'１'１)１１mが起った。というのは，
火Ⅲii行が財政｣このIq1IlIから賛意を表せず，商二[打
は資材の面で，また農林省は|と１本における米のlllL1
産計luliをすすめる上から雌点があるというので，
いずれも納得するにはいたらなかった。こうした
情勢をみてとった青木は，そこでこれを一気に|川
議決定にもって行くというやり方をさけ，実施に
うつす場合には，そのＺｌ１:項ごとに審縦決定すると
いうことにし，そのTllWのもとに，これが具DIIを
はかることになったわけだ。
こうしたことと併行して，１１肝[111ｲｌｉ８)1には，
参謀本部石原作戦課長と陸ｉＷ１､片倉iiMi州班長，平
井主計少佐などの連桃を'１１心とし，関川叩の板｣jＩ
参謀災，秋永参謀などとも連絡をとった｣:で，行．
部の決定として「満州|洲|発網要」なるものを策疋
し，これを|刻川Ifmfにたいして典望するところがあっ
たが，そのなかには
１．満州の|)｜1発には，｜｣ililiiTliil工|の一致協力，な
かんずくＩ|ﾘ|野総lﾒﾄりの逆をひらき，その定
金遂行を期すべきこと。
２．｜]満の'111係を強化するために，’1:}・史だけで
なく，）韮業，経済などの各部'''1にわたって，
すぐれた)；'1人と堅実な資本のiiMi州進出をは
かり，iil'１iﾘﾄ|建匡|のllil足である「氏族協和」
の具馴こ盗すること。
３１=|本政府としては，永続的な対iiMi投資計lIHi
をたて，iillIi州国政府としては，かなり腿ｊＵｌ
にわたる'1ｲ政およびＩ)１１発計iilliを樹立し，両
｜工|政府ならびにＩＭＵの組織的，計画的活動
を適切にさせること。
というようことがふくまれておった。これらは，
‐llfllの正人が，ともすれば作戦至｣二主義に走り，
これを'二l実にして，不当にiiMi州|工|政府や特殊会社
などに)主力をくわえようとする悪弊や，あるいは，
また，その一方で|卿東f１１やiiMi州国政府および特殊
会社が，どうしても狐淫｢|<｣になりやすい傾向にた
いして，反省を求めたものであった。
さきに述べたように，｜｣本実業界の巨噸連に，
iiMi州を視察させて，その意見をもとめたというの
も，そのあらわれの一つだったわけである。
宇垣内閣の流産と関東軍
対iiMiｴ|}:務)両)の群議にうつされたiilili州産業開発５
カイ川仙iにたいしては，大ﾙ髄，商二[，農林などの
ｆＷｉＷ部に異論があって，閣議決定にまでいたら
なかったばかりでなく，その他の各方mにも|:１１当
つよい反対の声が起り，プことえば趣)||美次'二|｣将と
これをとりまく浪人たちなどは，その急先鋒であっ
た。したがって，こんな洲イ･では，いい）)||減な１人）
IHIのもとでは，案の実現もとうてい不可能だとい
うことになってきた。
そして，ついに，iiMi州改jllli案が実行できないよ
うなIﾉﾘlHlなら，ＩＴＩ・いとこつぶしてしまって，もっ
と強ﾉﾉな|ﾉミ1闇をつくらればだめではないか，とい
う気運がたかまってきた。片倉や浅原などは，そ
のために'１リト|のＷ;悪で密i淡したことさえあった。
lWI112ｲ'三ｌｊ１，広１１|広毅|ﾉ1棚が瓦'1Ｗしたのは，そ
のような空気がもりあがった結果であったが，そ
のあとで組閣の人命を拝した宇垣一成将耶も，改
二DIlIi派のいれるところとならず，陸箙が人１１〔を椎
せんしなかったため，流)l1iの愛き|]をみることに
なった。
当時，｜M§軍で政治面の直接'1凹者は，爪務課政
簸Jliki:をしていた佐藤賢~｢少I左であったが，佐藤
だけではどうもＪiにおえないというので，右本
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謀反や秋水参謀以下の関東ilf関係三1/f，星野総務長
'|:｢をはじめとするi11Ii州国政府要人，その(山|局1地の
ｲ｢ﾉﾉな経済人などと会い，大いに怠几も１１M'１わせた
が，もとよりこれらの会合でぎりぎりの結論を得
たというわけではなく，また，なにぶんやっと視
紫をすませたばかりの際でもあって，意jjLといっ
てもけっして具体的なものでありようはずもなかっ
た。要は，よしんぱlliMi両国の経済ﾉﾉの総ﾉﾉをあ
げても，なおかつ外資，とくにアメリカ財界の参
ﾉ｣Ⅱが保証されぬかぎり，望みをはたすわけにはま
いるまい，おそらくは満，｜]，米それぞれ３分の
1の溢水(I<｣協力にまつべきであろう，といったほ
どの意見を残して，満州をあとにした次第で
あった。
ところで，新京を発った私は，まだ，［|分をｉｉＭｉ
州視察などにひっぱりだした張本人が，松lMlだと
ばかり信じこんでいたものだから，雌初に人述に
立ちよったときの約束どおり，帰りにも大連に寄っ
て，』ｉＬヶIiiliの「松のや」で松|切に会った。このと
き，松岡は，話をはじめようとする私をおさえ，
例の調子で|芒|分ひとり勝手に語りはじめ，とうと
うと，しぺ'くりまくった。私もこれには困って，
｢あすは帰るんだから，こっちの話もきけ」とい
くらいっても，やめない。
そのあげく，’二１分でしゃべるだけしゃべってお
いて，「そちらの話は，１ＭＫへ行ったときに，ま
たゆっくり'１１にう」という。なんのために松岡が
こうした態度をとったのか，私にはさっぱりその
真意がわからないまま，まるでキツネにでもつま
まれたような気持で，日本へ帰ってきた。
その後くつになんの音沙汰もなかったが，しば
らくたってから，松岡は三番''1ＴＤＷ)ところへ，
ひょっこり姿をあらわし，いきなり「やァ，先I｜
はどうも汐)りがとう。君の意見をきいて，大いに
意を次じたよ」という。そこで，「まだ，なにも
話なんかしてないじゃないか」とやり返すと，
｢いや，〃)れでよくわかったんだ」と梓える。
これはしかし，まったく松岡の独断であった。
かねがｵＷ､から反対してもらいたいと考えておっ
た「iiMillllﾙ|狢５カイ|蒲'一画」に，じつはう11,が|ﾉ､1心，
とにかく，一応の賛意をいだいておるとはつゆ知
らず，松|川は自分と|司じく，私もまた反対である
ものと，頭からきめこんで，「あれで紬ｲMii」と，
寅三iilf務課長の命令で)hrTが下伝いをさせられて
おった。
そこで，後ﾙ''1首班として，佐藤は近衛文暦をあ
てこんでおったわけだが，片倉の方では林銑-Ｉｌ１ｌｌ
と平w,騏一郎を準I)Iliし，林の刑Rで浅原をうごかし
ておった。浅原はもっぱらfix務局長の磯行廉介に
会って画策しておったが，どうも磯谷に話をした
ことが，次官のwIj津美次郎にまで皿じておらない。
当時，次官という役'二'は，たんに事務の統1膳をや
るということで，政雄１１:｣頁などは，ｉｉｉ務肘長から
直接大臣に通ずることになっておったため，局'(i：
と次,丁のあいだには連絡というものがない。大'１〔
の寺,ﾉﾘ寿一は，もちろんｿJ平７ＭⅡしておったはず
だが，このﾘj，評'|('１の場当り屍なので，たよりに
ならぬことおびただしい。片介はそんなこととは
つゆ知らないから，」二司はなんでも知っておるも
のだとばかり，信じ込んでおった。
このような行きちがいから，林|ﾉﾘ1M1の組閣ＬＩ｣途
で，‐|河信二が組閣参謀をやめたさい’’１１１L津次官
は憲兵をつかって，片倉や洩り;(を逮捕しようとし
たことさえあったが，これは浅原が宿舎にしてい
た虎ノll1EIの芝虎館で，あやうく雌をまぬがれた。
片倉は，たちまちカンカンに怒って，lliil南惟幾兵
務ﾊﾞﾘ長に抗議を１１１込み，磯行からも「)ＭＴたちは，
日分の命令でうごいておるのだ」と弁|ﾘＩして，一
応のケリはついたものの，枇沖の内意で「こいつ，
うるさい」と'二１足をつけられたjllIIl｣は，いっさい
本省からの締めだされたというような￣聯も
あった。
ともかく，こうして林'ﾉﾘ側の飛揚となったわけ
だが，その組閣成立前，政女会の勝ｌｌＩｊｉ計が片倉
にむかって，「われわれの林を兄立てた眼には’
すこし狂いがあったようだな」と述懐しておった
ように，林はせっかく政椛をにぎってみたものの，
改IWRとの約束をまったく４Ｗ｣って，計iilli案の実
行などはどこへやら’けつきよくつぎの近衛内|Ｈ１
にいたって，やっととりあげられることになった
のである。
松岡洋右一期の不覚
松岡の独断癖
さて，全hliliの視察を終えた私は，新京で板Ⅲ参
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岐後までｲＭｉぶりを苑１１１(したわけであった。
元来，松岡というｿ)のくせを，知っておる人た
ちには，すぐ納得がいくとおもうが，他人の意見
を求める場合でも，彼はけっして|:１１千にものをい
わせず，なんでもかんでも，ｎ分ひとりでしゃべ
りまくって，そのあいだに，１;Ⅱ手の||Mつきや)川ｌｉ
筋肉の微妙なうごきなどを観察して，狐l折をやっ
てのける。ちょうど，デパートの群Milllれた充~｢･の
ように，いっさいがっさい，品物をなんでも片端
からならべたて，客の顔色一つで欲しいもの，欲
しくないものを判ｌ折する。あの呼吸と同じ調イ･で，
ｎ分の欲することとはまるでTE反対のことで()な
んでもしべ，くりまくる。そして，それにたいする
好き嫌いは，’１１千の様イーでみてとるという読心術
を心得ているわけであった。
しかし，大連における私との対談の場合には，
どうやらその眼力に狂いがあったらしく，まんま
と私の真意を読みそこねてしまった。だから，後
'三|の満州移駐の件が，’三IiiMi両|玉|の|剃議で派式に決
定し，あすはいよいよ発表というその前夜，２１１)rij
荷からはじめてその二'１:実を告げられた松岡にとっ
ては，すべてがまさに寝耳に水の鰭きであり，Ｔ・
ililiの恨二１１:であったにちがいない。
「どうにもしょうがないという，最後の瀬戸ぎわ
まで，いっさいを秘婚にとり述び，iMi鉄にとって
は，きわめて11i大な関係のあるZl1:尖をあきらかに
されたこの恨みは，－化忘れられないと洩らし，
甥にあたる岸信介にたいして，「なぜ1,1く）〈||らせ
てくれなかったんだ」と責めたて，じだんだふilP
ようなはめになった。
おもえば，誰を恨むというより，松岡の独り今
点りIMLが生んだ－１ﾘ|のｲ<党というほかなかろう。
ずしも綜合''１<｣な見地に立つものとはいえなかった
ようであった。しかし，フＷ)報告は，一応５カイＩｉ
計llI1iにたいするⅢ14'|からはじまって，かねてｲTlj;〔
からｲ||談をもちかけられていたlM1jIlIi革業の'１１ｷﾞ決
策にまで及んだものであった。このように私の報
告が，とにかく綜合''１りな視1117にたつものになりえ
たということについては，ｚｌＴ前に台漉の瀧業zl1:情
を-|･分に洲在していたことが，その'ﾉﾘ容に化彩を
くわえたことはいうまでもない。
もともと，揚崗子会議で決定をみた素案がもと
になって'１１)kあがった５カイ'三計画というものは，
｢l1ililiiiliil玉|の|玉llhLの需要をみたすという点に主ｌｌＮ
をおいて，たんに５カイ'三計l11Iiに鉄はIiJトン，イヲ｢炭
は何トンというぐあいに編成された，いわば数字
のznlzmi的な羅列にすぎなかった，計Iiliiがくつくつ
の数字から成り立っておるので，しぜんそのＩ)M発
述哲のﾉﾌﾞ法も，一業一社主義になっておって，｜:ll
lMl々係にある時|Ｍ１のファクターがぬけていた。い
やしくも綜合計画と銘うつからには，これはとう
てい，みのがすことの出来ない弱点であった。そ
のために，どのような下掛かりからこれを解きほ
ぐし，繰りひろげていって，ものIこするかという
企業計画の盲ﾉ,'八をついていない。いいかえれば，
この数字に衣｣),lされた計lmiを，現尖のものとする
ための''11片;が，てんで立てられていない。
111い話が，iiIlilIiされた鉄趙を生産するためには，
一定の品のｲTDiが要る。その要るだけの石炭を掘
りⅡけのには，これまた一定誌の鉄鋼が必要だと
いうわけだから，これではまるで燕)とＪ１}の話にな
らざるを得ない。あるいは，また，l4l動車の''１１１週
にしたところが，これをつくりだすには，いろい
ろのiii'|資材も』奥ることで，l4l1Ilﾘ)車ズバリというよ
うな蒜|仙iは，いうことは１１}来ても，むろんそれだ
けで実行などと考えたら，大''１]違いのもとになる。
それでは一・体，どうすればよいか。というと，
これはどうしても先進|正|から資材-と技術をとりい
れ，これによって仕ﾘi:の糸'二|をつけ，まるで無限
jlりし道を走っておるような机上の計il1iiに活をいれ，
実際にやって行けるようにしなければならない。
すべて計画そのものは，独立した一兆一社という
ような考えﾉﾌﾞを，思いきって捨ててしまい，ピラ
ミッド式に，綜合的にiilili州の資源|)Ⅱ苑をもくろむ
のでなければならない。そうでなければ，ｒｌｌｌｉ１ｊＩｌｌ：
満州視察の結論
｜塵軍からhMi州視察を委託された人々の報告は，
ＩＭＩ和11年９ﾉﾘ，片倉が|川I軍第llLl課から陸軍行lil〔
務課に【|砥任したのちに，陸軍大|Ｗ)'｢vKllで，＿:lLIl
にわけて行われた。私がW{かれて行ったときには，
大'五の寺１人]寿一や元その蒋僚だちの顔もみえておっ
たが，産業人はだれもほかに同ﾉﾙ『していなかった。
視察から帰った人々の報告のなかで，森離昶の
湾え方は力lul1（カリ）のzl「業に偏爪したものであ
り，安川雄之助その他の人たちのものも，かなら
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の'''１腿にしても，本格''1りな解決などはとうていお
ぼつかない。 満州進出本舞台へ
星野直樹との会談
私の意見がもとになって総合開発案が'１１来あが
るころから，関係判のあいだでは，どのようにし
て私をiiiMiﾘ１Nにひっぱり出すかということに，努力
が集'|｣されてきたようだった。
結局，１１部でこの''１１題について，私に渡りをつ
ける役|=|をひきうけさせられたのは，当１１｣師務同
iillli州D1iにおった鈴木栄治主計少佐であった。柴lll
ilX務課災を体して，鈴木がはじめて東京丸ノ|ﾉﾘII1
jiml5号鮒の'三'１肋|x社に私を訪ね，顕の要望をつた
えて，私の脈をひきにやってきたのは'1肝Ⅱ12ｲ1：５
）]のことであったが，鈴木は，また，ちょうどそ
のころ｣＆〕i〔していた星野総務長官のもとをたずね
て，私のilIliﾘﾄ|進lⅡにたいする|司長向の意向をもた
しかめていたようだった。
一方，ものごとがしだいに図星にあたってきた
ｲ丁原は，波lji〔を』ＩＬＵＷ)宿にやって，i1Millilにおける
|］１１ﾘjIlZzli:業にたいする私案をしめし，その経営を
私にやらせることを提ⅡにＩした。なにも知らないふ
うを装って，星11Ｗ)尻をつついたというわけで
ある。
星野と私は，ｉｉｌ１Ｉｉ州視察後，おたがいの意見をた
たかわせたいきさつもあって，このころすでに'1］
識の間１１１１であった。そこで，星野はさっそく浅原
をつれて，ｌＭｉＭ〈ｲl:にあらわれ，石原の要望付る
ところにかんして，私の意'１１をただしてきた。
このとき，私が』Tﾑﾘ｢にたいして慾えたことは，
大体前に述べたｲT1ji(に/こいするものと同じような
ことであったが，とくにつぎのことをつけくわえ
たように記憶しておる。
「綜合計lim的な|ﾙ1発をやってゆくには，’三１本が
UiL在もっている丁[業ﾉﾉを⑪｣貝するのはもちろんの
ことだが，とてもそれだけでは，技術面でも，時
llIlmiでも，足りるものではない。‐ぜひとも全'1界，
ことにアメリカの協力を必要とする。このために
はまず，iillW州におけるいろいろの資源をまとめて，
これをI旦保にMiLIjけるくらいの党Wiがなければだ
めだ。これによってはじめて，｜汁１発の巨歩をすす
めることができるというのが，私の考えﾉ7だ。
また，i11ili州雌業の建設，経営にあたるというこ
とについては，’２|分に興１床があり，たしかに男子
満州開発計画の本決り
これが，私の視察報告に幡られた結論''１<」批判で
あった。そして，こうした私の意見によって，陸
軍行・参謀本部の人たちのあいだには，しぜんと
｢iiMi州の産業を綜合的にＩ)+1発するためには，いま
までのやり方を，根本''1ｹに切りかえて，どうして
もｲTﾉﾉな実業家を満州へ送らなければならぬ」と
いうことに話がまとまり，さっそくその人選にと
りかかることになった。
しかし－〃，飛行機をhMi州でやるについては，
はじめから航空本部がＪＭＩに反対しておったほど
だから，この綜合開発という案についても，関係
者のあいだの意見は，当初かならずしも一致して
はおらなかった。
｜對則Ｉｆｉｆはどうかというと，これまた'111〔'１１記''１〔吉Ｔｒｌ
令官も，東条英機参謀災も，圧|分新七I1ll参謀も一
二１１:榮一特殊会社主義であり，ことにIill〔lllTTl令官は，
iil11i鉄改組の責任にふれたくないという湾えもあっ
て，この案には反対をとなえ，ノ|x行では'１１｢尻f1UiL
lWf務)可災は文Ull事変に没頭して，このlll111klにタッ
チすることを好まず，柴lIl]klLlINllllf務ii1lL長はこの
案でなければならぬと考えておった。例の)l倉は，
不｢原や浅原などとの|Ｍ１係があって，なかなか含み
のある態度をとっていたようだ。
また，各別の特殊会社に各)jllのＩｌＩ:業経'営をやら
せるにしても，あたらしく枢llilllをもうけて，求心
運jiijrをはかるということは，その反|/ｌｉで，官恢(/）
経済統制上の権限をｊｊ(殺することにもなるわけだ
から，いきおいその方1ｍにも人きな摩擦を生ずる
わけで，その意'朱あいから松'11企illli処lii:なども，
この案には街成しておらなかったが，峠と凧1I1rと
が，｜蝋i{'二'１火の一部として連絡して，iilMi州国の高
等政策という兄地から，事務当局者．c/)反対空女(を
おさえてしまったわけである。
こうした経緯のうちに，柴lIlはそのｲＩｉの６)]ご
ろ_上京してきた岸にたいし，｜玉|分参謀のもたらし
た案にはとらわれず，》llIlililの案をたてることを要
請しそこで岸は私の意見を参考としながら，綜
合案をまとめあげ，これがいよいよ本ざまりとなっ
たのが，９ノ]２２日のことであった。
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一代の快二'１:ともおもうが，しかし，人llll-Ili1ilの力
などで’なにほどのことが出来るものではない。
もとより私個人の力にも，lllil界がある。本絡的な
建設，経営をやろうというからには，それｲ;Ⅱ応の
大きな事業体が，一体となってこれをひきうけ，
片手'''１の仕事ではなく，それこそ文字どおり企ノブ
をあげてこれにあたるのでなければ，とうてい成
功を期することはできない｡」
この私の意見をきいておったhLﾘﾁは，最初向う
からも私にもちかけてきたこととは，だいぶさま
がわりの話になってきたので，もちろんその場で
きめられるというような筋合いのものでなかった
が，話の内容そのものには異常な興味をいだいた
ようで，たちまち大乗気になり，’二,iiMiIllii,玉I政府に
このことをつたえて，真剣に検討することにした
のであった。
なら，両手をひろげてこれを迎え，「1藤の全経営
lllliをiil1li州によんで，思う存分うでをふるわせてみ
たらどうだ，ということにili1Fちついていったよ
うだ。
しかし，なんといっても，これにはまず，かん
じんの'三|本政府１１(||の完全な同意と協ﾌﾞﾉがなければ，
ことば成立しない。こいつがたいへんな難物だわ
い，と考えておったが，Ｍ)ごとというものは，
とかく案ずるよりは生tfがやすいのたとえで，こ
の方は意外にすらすらと運んで，ｆＴ尾よく全ｌ１ｉｉ的
な同意を得ることができた。というのは’陸ili省
があくまでillili州の大開発を熱望し，そのために私
という人'111の進出を希望して，これを強ﾉJに惟進
したことも，たしかに＿lXlであるが，同時に，満
州の産業開発をひろくIIL界の経済界に開放し，と
くにアメリカから技術，建設資材などを仰ぐとい
うＩ蒜想が，外交，財務iilTi当励の好感を得たことも，
大きな一つの理山になっておる。
串:実，ｌＷｌ１１２１Ｆ１０ｎｌ３ｐの本件にかんする'二１本
の閣議決定節５項目には，「前記諸事業の開発経
営については，外国資本の参加をみとめ,外|正1の
技術，設備とともに，つとめて外資の導入をはか
るものとす」とあり，とくに第２号をもうけて，
｢右は本案の要件として，とくに正きをおくもの
とす」と，この点を大いに強調している。
これらの表現は，青木対iiMi事務局次長の執筆に
なったものであるが，これこそは，私が満州進出
を応識するために提11Ｈした雑木的な条件の第一で
あり，その尖現のために，私は全精魂をうちこん
だのである。
満州国の態度
満州国IHllでは，このlILU題について岸総務庁次長，
松川企画処長，青木実経済部吹万長などが主として
担当し，関東軍では，最初|垂|分参謀，のちに片倉
参謀がこれに参iHIiし，陸軍省では顕務局が主となっ
てうごいておった。
石原は，前にも述べたように，私のiiMi州進llIに
ついて，当初からの推進役であり，綜合開発の計
画にたいしては，終始支持の立場にあったわけだ
が，その地位の関係と，もう一つには本人の性格
もあって，ほとんど具体的には干渉をしなかった。
また，関東軍の東条参謀長は，このＩｌＩ１題にかん
するかぎり，いつも受身の立場に立ち，けっして
主動的な態度をとることはなかった。ただ，ずっ
と後に，満州炭IiMIiを満業の傘下におくことについ
て，当時のIMl事長河本大作（満州事変関係者）が
反対したときに，星11vの依ＩＩ項をうけた東条が，説
得の役をひきうけて，これを解決したことくらい
のもので，計画の実現については，これを希望は
していたけれども，一般経済問題と同様，これに
自分から口を出すということはしなかった。
満州国Ⅲ||では，私の進出という話に，はじめは
誰もがちょっとおどろいた。なかには，問魍があ
まり大きくなるものだから，はたしてうまくまと
まった案が出来るか，などと心配した人もあった
が，私がそれほどまでに打ち込んで行くというの
押さえられた満鉄の反撃
そもそも，私のiiMi州進出榊想の主体は，私の主
宰する'三|水産業株式会社が，その本社をあげて満
州にうつり，ひろく満州における重工業開発のI1X
llilllとなるということにある。つまり，一方では以
iiiiからiiMi州にある国策''1勺重工諸会社の株式の大部
分を，満州国および満鉄からゆずりうけて，その
絶対多数の株主になるとともに，将来必要は事業
のためには，各々くつの会社を設立してゆく。そ
して，’三l産l÷|体は，いわゆる綜合持株会社として，
Ｉ上１分では事業をいとなまない。その傘下に日本鉱
業，’1立製作所，’三1本水産，日産｢l動I|Ｉ，’三|産化
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をまじえて樒識をこらした。このとき，いとも厳
jiIiなUIi持ちをした松岡は，まずこう口火を切った
という。
「iiMi鉄としては，多fにのことあるを期してい
た。それがいまやってきたのだ。満鉄はこれまで
もっぱらiilW州でﾉﾉをやしなってきたが，本来その
力を)Ⅱうべきところは，アジア大|窪である。つま
り，淌欽の本質は，今'三|この'藤'''１に変わったのだ。
まず北支の鉄道をひきうける。そしてさらに，こ
れを奥地にむかって|Ⅱ|発して行かねばならん。蒙
古へ，新鵬へ，「|'央アジアへと道をひらいてゆか
ねばならん。こうして，北シベリア鉄道と机対し
て，欧１１|〔を通ずる|壷の大IIih脈建設を成就すること
も，いまやけっしてゆめではなくなった。われわ
ればり)Ｗｌ１－研，このあたらしい使命に全力をあげ
て池池する覚悟だ。
ついては，ｉｉｌ１Ｉｉ州の|ﾙ１発にかんしては，いままで
のように力を致すことができなくなるかもしれな
い。さいわい，満州|正|さいきんの発展はまことに
めざましいものがあり，これまで満鉄が主になっ
てやってきた経済開発のｲ｣二Zli:も，もはやこれをｉｉＭｉ
州国にまかせても大丈夫だとおもう。この際，ぜ
ひとＭＭｉｌ１ﾄ||工|でひきうけるように，全力をつくし
てくれ。そして，その節一歩として，llH和鉄釦|所
の株式をjiT轡りし，｜司社今後の拡張発腱の片棒を，
芯のﾉﾉでかついでもらいたい。このことを頼みた
いばかりに，じつは今'三'1=|に会ったわけだ｡」
松岡というﾘjの性癖なり，性格なりについては，
星1'１１をかねてから知っておった。とかく１１Ｍ,蚊を
ひろげて，大いにしゃべりまくるときは，まこと
に唯々たるものだが，さていよいよ，こいつを具
体｢'０にやりとげて行くという段になると，なかな
かふんぎりがつかん。ほかからの横械でうやむや
になることもめずらしくない。
しかし，このときの松岡の話は，きわめてlﾘⅡM；，
具体'11<jのように,liMわれた。とっさに型111jは，ここ
でしっかりｲ:[|下の尻尾を迎えておかねばならぬと
ilLI感した。ことにＩＭＩ製釦|所の|Ⅲ胆については，
関係ﾉｊ１ｉｌｉとの協議をおわって，すっかり検討ずみ
だから，もはやなにも心配することはない。
そこで，星野は'''１髪いれずに，こう答えた。
「あなたのいわれることは，よくわかりました。
111W鉄が北支でImIl<ということは，今|｣の急である
学等々の子会社があって，これらがそれぞれのIIfll
lⅡ)で事業liITm1jをおこない，ｌＭｉは資金，人材，技
術などを統j脾Ｉ化て，これらの各事業会社の発鵬を
１１t逃して行くという建前であった。
こういう建前に立った'三|産のｌｉｌ１ＩｉｌＩｌｌ移11iliの気iiliが，
ようやく熟してゆくにつれ，もっとも気づかわれ
ておったのは，これにﾌﾟこいする企iilili鉄の反対とい
うことであった。石原莞爾が，：１１初からzll:をはこ
ぶのにきわめて槙nIな態度をとったのも，この点
を考慮したからほかならぬ。
果たして，総裁の松岡は，二'7後皿告の形で，杉
'１１元陸iif大臣から'三１１韮のiillill｜|進ＩｌＩにかんする|H1議
決定案をしめされて，一|聯カンカンにおこっては
みたもののじつはいまさら表ｉｍきって，これに文
句をつけるわけにも行かないいきさつがあった。
というのは，彼は`Ｍｆから，前もってのっぴきな
らない一本をとられておったからだ。
昭和製鋼所問題と松岡
昭和11年８)１，１１１iﾘﾄ||)}１発５ｶｲﾄﾞ計画がつくりあ
げられたとき，満州|工1政府では，あわせてこの計
画に要する資金の検討もやっておったわけだが，
iiMi鉄の分担する子会社|Ｍ]製flMl所の資金が非↑iii｢に
鱗１mであり，しかも鉄道他設を急いでおったLLillJr
のiiiMi鉄としては，とても|Ｍ１への貸金供給までは
手がまわらない尖’１ifにあったので，星l1fからｌＷＩ;|｜
の株式の－１Ifllをiilli州'五|へ肩替りすることを提案し，
会議に''１１＃iしておった11Mi鉄'1('|委Liも，渡りに)１１と
よろこんでその実現をつよく要望した。そこで，
星野はさっそく政府部|ﾉﾘや金融機関ともＩ:Ⅱ談して，
この話をまとめ，iillli鉄'１(||にたいして，Ｊ'三式にその
意)１１｣しを通じた。しかし，満鉄のlﾉﾘｉ１ｌｌには，これは
iilWlIlⅡ玉|がiiMi鉄から||師１１鉄釦|所を奪おうとする陰iiji〔
ではないかという議論もあって，その態座がにえ
きらないままの状態になっておった。
ちょうど，そこへ'三Ill瞳|｢変という大zli2I'|ﾐが勃発
したわけだ。たちまち大晒の派泄となり，北又一
帯の占領というzl':態にまで発展してしまった。烏|上
支では，戦乱によってｲiMiした鉄道を修川し，こ
れを述営することが当面の急務となった。その｛|：
zlw:は当然，illili鉄が担当しなければならん。
そこで，総裁の松岡は，急きょ新京に飛んで，
総務及官の県l1fを総蚊公館にまねき，二人きり膝
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うし，さらに人陸にWl1逃して行くことについては，
日分にはなにも述べる資格もなければ，知識もな
い。しかし，いずれにせよ，総裁の意気込みには，
大いに敬意を表する。iiMi州匡|も，総抜のいわれる
ように，趣|玉|以来すでに５年，ようやく力もつい
てきてるから，ただいまの総裁の'１'し出は，よろ
こんでこれをひきうけましょう．いまここで，私
の'二lから，’１肝Ⅱ製釦liﾘ｢の株式の半分をひきうける
ことをお約火します。だから，あとのことは，な
んの心配もなく，北文へ行ってIIjl1いてください｡」
これをきいて松岡は大いによろこび，さっそく
iillli鉄の写真Dliをよびつけて，二人で会談しておる
ところを，写真にとらせたりした。
ところが，その後，松岡の意見にたいしては，
iilili鉄内部にいろいろljl1L論が起り，松,iYilは例に上よっ
て次第にこれに動かされ，あいまいな態度をとる
ようになったので，川!fもiILl:按松liWIをｲ|]手にする
のを避けつつ，HiiMiiiIiil玉|政府の閣議決定へもちこ
んでしまったわけだ。むろん，この決定について
も,満鉄(ｌｌｌｌにはなお反対の声がかなり問ったので
あるが，結１㎡私が|言本する大義名分というか，Ⅱ〈I「
の流れというものに}'１'されて，しだいにその7,7も
しずまり，iiMi業に転)iiiすることになった人たちも，
私を主催者.とする新組織のもとに，快くI動くこと
を誓うにいたったのである。
当時，松|Ｍ１は外資導入という点に，頭から反対
をとなえ’１ｉＩＩｉｌ１ﾄ|の正二[L業に英米の投盗をみとめる
ことは，’二liMi；戦争ののち，アメリカの鉄道ニヒハリ
マンに満鉄を売り渡そうとしたのとlTTlじことだ。
あの当時は，ときの外ＩⅡ小村伽Mllが，身をもっ
てその難をふせいだので，lilili鉄はⅡ本の椛維とし
て残ることができたが，いまもしここで英米の資
本に満州をうばわれるようなことがあれば，せっ
かくの先人の苦労も，一挙にして水の泡になると
いうようなことを，さかんにいいふらし，｜]本で
は元駐英大使の本多熊太郎などをつかって，この
郁のパンフレットをﾉﾌﾞ々に廻さ_せたりしておった。
そして，このへんの亦情は，あとでくわしく述
べる'三'米交渉のいきさつにも，非附に興味ふかい
MUIをもってくることになるのである。
満州移駐への難関
二重課税で解散論
’三１床というのは，ひろく知られているように，
いわゆる公|)M持株会社であった。一|け閥を形成す
るメンバーが，傘下のzli:堆体の様式を'1111ﾄﾞ|ｲEに
文l''i[Iして，その利益を独り占めするのとはちがっ
て，傘下のzll:業体から受けいれた多寡それぞれの
|Ni〔l当収入は，これをプールして，「|産の株主に分
|lidした。そして，その主宰者であった私は，もと
もと「三）|:や三愛」のような財閥ではないから，
[|分のふところ具合などにはすこしもｉｌＩＩｆｊ着する必
嬰はなく，客観情勢にl1ll応して一般株三i:によびか
け，いつでもlWfを断行することができた。この
仕zli:は将来性があり，｜玉|家的に必要だとなれば，
むりをせずにその育成遂行に乗りだすことができ
たわけだ。
つまり，私､の立場というものは，てっとり早く
いえば資本家ではなくて，あくまでも事業家であ
り，私の信奉する理念は，ロ分のlMjとI訓]によっ
て，所有株０(X)＝51％（一株も持たないでも過半
数を持ったと同じ）の作川を，縦横に苑lilfさせる
というところにあった。だから，全国津々Iiili々の
－人一人に，’三ljjWiの株主になってもらうというの
が，私の｣111念とするところであり，｜司時に，これ
また無_上の欣快二|i:とも,Ｍ}ておった次第である。
ところが，ここに一つの人難題が降って湧いた。
ちょうどiiMiﾘﾄ|総合開発発案が出来あがった'１〃１１１２
ｲＭ､ら，Ⅱ本の税ＩＩｉＩがかわったが，それによると
一法人が他法人から利hlWlid当をうける場合には，
そのIIlid当IlI人にたいして，その都度所得税がかかっ
てくるという(|:組みになった。｜｣産の傘下にはい
ろいろの子会社，またその下にたくさんの孫会社，
さては曾孫会社などもあったわけだが，この新(j1
Ilillによると，これらの傘下会社の利祐が，親会社
である'三l産の収人となり，また，その収入となっ
てからあとまでも，いくI[にも税金がかかってく
ることになる。これではとてもたまらんというの
で，窮余の－雛として，保有株式を担保とするｲl：
償の発行により，重複制L税の穴を利靴でうめあわ
すという〃法を考えついたが，これがまた，当時
の法律では，役人がいろいろとこだわって，どう
しても許可してくれない。私はあくまでもこれで
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行こうという考えを袷てず，１１ﾘﾘﾉ述皿｣をつづけて
おったが，そのうちに「これはどうもうまく行き
そうにもない」とはやくも兄切りをつけた会社の
枠llfll連が，「この_Lは，もはや川韮の１Ｗ散以外に
jiiはない」などととんでもないﾘﾘ音を'11:きはじめ
た。いうなれば，このときの'三１１雁は，まさにダン
ケルクの水際まで追いつめられたかたちの，まこ
とに危機一髪のi頼戸ぎわであった。
これが，私のi1Mi州進111についての要請が行わよ
うとしていた当時の，’三|産の|人)'１１｢であり，｜工|分参
謀がやってきて，私一人だけをiilllilllへ連れて1に
うとしたのも，その頃のことであった。
ついでであるが，私の前記の述動は，その後２
ｲﾄﾞばかりたって，日産の移駐災Ｉｌｉｌ後まもなく尖を
むすんだ。そしてその「おはっ」は，三菱本社の
食膳にのぼることになったが，lllli業になってから
のI1ilYiは，iMi)lll工|政１１;l:の保証で，金融ＩＩｌｉのlMll(な
ど全然なかったから，もはやその心lNidもｊｌＷⅡになっ
ておったわけだ。
’１本の|淵識でｉｌｌ１ＩｉｌＩ｜ｌｌＥＬ業確立要綱，すなわち，
|｣産のillIIilil'|柊li1iが決定したのはlMIl2ｲ1110｣1221二|，
iil1lilll国|玉l務院会瀧でこれに対応する同様の要綱が
きまったのが|司)1261]，本社移転のための111)『:臨
時総会はlljl201三|であり，ここでiiMi場一致の同意
を得て，)ｌｌｌＩｌｉ:新〕i((ﾉ)附屈地|人]にあるiiMi豪ホテルに，
本社をうつすことができた。このときの益記料が
金一|T]Ｌこれで解散などというような七1/ii倒<
さい下続きなど，－１JU抜きにして，天下lli1iｵしての
iil'lillll玉|法人になりおおせることができた。
もちろん，’三'１韮とiillIi州睡|との契約によって，’1
ﾉＭｌｌｌ株三iiのFllｲifは１分に保謹されることになり，
またiiMi州では|｣ﾉＭ)ようにiii複課税などという心
''１１Lもないので，誰一人ぎせい打を出すこともなく，
｢ダンケルケの危機」はここに一転して，かがや
かしい陽光の首途となったわけである。
日産，危機を脱す
iiMi州移|雛にあたって，じつはもう一つ，｜ｲ《|った
ことがおこった。というのは，｜|Ⅲ)１１(iの株二ｉｉをおっ
ぽりだしたまま，自分たちだけでiililiｿillに行ってし
まうというようなことは，どうしても私の気持が
ゆるさん。といって，これが11ﾘ|鮴なら，｜]本の法
人をそのまま移しても１１Ⅱ胆はないが，かりにもｉｉｌ１ｌｉ
州となると，これは外圧|なのだから，そうかんた
んに持って行くことは'1}来ない，
これには，さすがにiJiも満州1Ｋ|政府もはたと困っ
てしまったが，いろいろ研究をしておるうちに，
私の秘評役の岸本勘太郎が，」'２よりのii1iをl)'１１りＨ１
してきた。
iiMi鉄の附屈地として，［1本の治外iMli下にある
南liMiﾘ'||鉄道の沿線左ﾌ(｢百メートルの地域は，｜|｛杯,，
l21F12ﾉｰ'’'三lを期して，すでに締結されておった
Ⅱiilili条約により，治外法権が倣脆されてiiliIillllElに
返還されるということ，それにともなって，その
'｣までにこの附属地にあるすべての法人は，If1lDj
I'19にiilli州|工１法人になるという取りli1ijめがil:fすばれ
ておったというのである。「それシ」というので，
時をうつさず，万事は極秘のうちにとりすすめら
れた。
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